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「孝酒」墨書土器の史的環境
武蔵国府関連遺跡出土資料の検討




























































1 武蔵国府関連遺跡M 33-SZ1遺構実測図 2 同・「孝酒」墨書土器






































































































































































































































































































































































































子曰、禹吾無間然矣。菲飲食、而致孝乎鬼神、 衣服、而致美乎 。卑宮室、而尽力乎溝 。
禹吾無間然矣。
宇野精一『儒教思想』講談社、一九八四年
宇野精一『儒教思想』(前掲)
橘金萍・ 守虎「漢画像石中的養老図考」『文物』二〇〇五―一（中国文）
『礼記』郷飲酒義
飲酒之礼、六十者坐、五十者立侍、以聴政役、所以明尊長也。六十者三豆、七十者四豆、八
十者五豆、九十者六豆、所以明養老也。民知尊長養老、而後乃能入孝弟。民入孝弟、出尊長養
老、而後成教、成教而後国可安也。
『礼記』曲礼・上
長者挙 未 、少者不敢飲。
程運鉄・陳昆満「酒与尊老」『湖北職業技術学院学報』一―九、二〇〇六年（中国文）
加地伸行『孝経』講談社、二〇〇七年、一六〇～一七二頁
今尾文昭「天皇陵古墳解説」森浩一編『天皇陵古墳』大巧社、一九九六年
川勝守「東アジア世界における火葬の歴史」『東洋史論集』（九州大学）一八、一九九〇年
張宏慧「宋代火葬論考」『許昌学院学報』二〇〇三―六（中国文）
饒学剛「我国火葬源流初探―兼評“中国火葬習俗来自印度”説」『黄岡師専学報』一二、一九九
二年（中国文）
小田富士雄「日韓火葬墓の出現―扶餘と九州―」『古文化談叢』一六、一九八六年
森本徹「日本における火葬墓の始まりをめぐって」『郵政考古紀要』四〇、二〇〇七年など。
河上邦彦『後・終末期古墳の研究』雄山閣、一九九五年
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「孝酒」墨書土器の史的環境（門田誠一)
上原真人「火葬墓が始まった理由」田中琢編『古都発掘』岩波書店、一九九六年
森本徹「日本における火葬墓の始まりをめぐって」(前掲)
儒教の死生観およびその仏教の死生観との違いについては下記を参照した。
常盤大定『支那に於ける仏教と儒教道教』東洋文庫、一九三〇年
道端良秀『仏教と儒教』第三文明社、一九七六年
道端良秀『中国仏教と儒教の祖先崇拝』道端良秀著作集第10巻、一九八五年
伊藤清司 『死者の棲む楽園―古代中国の死生観』角川書店、一九九八年
加地伸行『沈黙の宗教』築摩書房、一九九四年
福井文雅『漢字文化圏の思想と宗教：儒教、仏教、道教』一九九八年、五曜書房
小原子遺跡調査会・芝山町教育委員会編『小原子遺跡群』一九九〇年、芝山町教育委員会
平川南「古代人の死と墨書土器」『墨書土器の研究』(前掲)
香取郡市文化財センター編『村田居山遺跡』香取郡市文化財センター、一九九七年
山武郡市文化財センター編『油井古塚原遺跡群』東千葉カントリー倶楽部・ 白里町 (千葉
県)・山武郡市文化財センター、一九九五年
栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター編『多功南原遺跡： 住宅・都市整備公団宇都宮都市
計画事業多功南原地区埋蔵文化財発掘調査』栃木県教育委員会・栃木県文化振興事業団、一九
九九年
付記 本稿は科学研究費補助金（基盤研究C）「出土文字資料の出典論的方法による古代信仰展開様
相の研究」（平成二一～二五年度）による平成二一年度の研究成果の一部である。
(もんた せいいち 人文学科)
2009年10月７日受理
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